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発行操式会社実業後報髄一一

音村石愛知県岡口鉱1』1

吉村石というのは1959年に渡辺武男教授によって発見命名され

た新鉱物である化学成分は(Ba,Sr)2(Ti,Fe)(Mn,Fe)2

(Si04)2〔(P,S)04〕(0H)でBa,Sr,Tiを含む複雑な珪酸塩鉱物

である結晶系は三斜晶系でどのグルｰプに入るかいまだ不明で

ある肉眼では黄金褐色板状の結晶で一見金雲母に類似する

鏡下では黄褐色から樽褐色まで変化し多色性光学的分散が著し

いまた双晶が見られるのも特徴の1つである写真の中央都の黒

色柱状の鉱物カ三それである写真ではちょっと黒過ぎるが本当の

色は褐色である共生する他の鉱物はバラ輝石リ1=タ}石カ

リ長石等である(広)�


